




















































































































































































































































1.1 研究用サーバ群 2.1 サーバ共通仕様
1.2 教育用サーバ 2.2 研究用サーバ群
1.3 共通サーバ群 2.3 教育用サーバ
1.4 入試処理用サーバ 2.4 共通サ}パ群
1.5 クライアント及び周辺装置 2.5 入試処理用サーバ
1.6 クライアント専用サーバ 2.6 クライアント
1.7 プリンタ 2.7 クライアント専用サーバ
1.8 ネットワーク監視装置、解析装置
1.9 停電対策機能 そのイ也





































































設置個所 |パソコン~端末 lyrÍl~te~1 スキャナ|プリンタ|
第 1端末室 71 4 
同
7 
第2端末室 10 2 2 2 
第 3端末室 20 2 
新端末室 81 4 8 8 
事務室 2 2 
研究端末室 2 1 1 
教官室、教官研究室 2 3 
シスァム管理室 2 1 
センター長室 1 1 
計 171 28 13 17 17 
2.センタータ十
設置個所 |パソコン Ix端末 Iprinter Iスキャナ|プリンタ|
教養部 207番教室 51 2 . 
教養部 208番教室 31 1 
附属図書館本館 14 16 2 l 1 
附属図書館医学分館 6 2 l l l 
附属図書館経済学部分館 4 2 1 1 













(d) 2HDf2DD両タイプに対応した 3.5インチ FD装置を内蔵すること
(e)センター内に設置する分の内、第 1端末室及び第 2端末室以外に設置する 90台





































































































































































端末室 接続先サーバ 通信速度 備考
第 1端末室 教育用 400Mbps センター内
第2端末室 教育用 100Mbps 
第3端末室 教育用 100Mbps 
新端末室 教育用 400Mbps 
入出力室 研究用 400Mbps 
研究端末室 研究用 100Mbps 
教養部教室 教育用 400Mbps センタータト
附属図書館本館 教育用 100Mbps 
3.前項の教養部や図書館とセンターとの問の接続は、学内 LANを通さず、専用の回線
を用いること。以下の芯数の既設光ケープルをその目的に使用してもよい。




















































































1.11.2 教養部 207番教室友ぴ 208番教室
1.教官機画面投影装置































































































































































































































































































(d) HTML 3.0に対応した W WWブラウザ
(e)静止画 (gif、.1PEG)、動画像 (MPEG)、音声(初、 wav)、Postscriptの各データ
の再生に必要なツール
(f) SMTP /POP3に対応した日本語メールツール
(g) C言語
(h) C++ 
(i) BASIC 
(j) X端末ソフトウェア
(k)タイピング練習ソフトウェア
ネットワーク対応のソフトウェアでパーソナルコンピュータ管理サーバを使っ
て動作させる場合には、 80ユーザの同時利用ができること
(1)英語(英和、和英)辞書
(m)カラーイメージスキャナを接続するために必要なドライパソフトウェア
(n)カラープリンタを接続するaためにに必要なドライパソフトウェア
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(0)設置室内の1.5.3に述べた各プリンタへ出力するために必要なドライパソフト
ウェア
(p)上記以外に、センター教官室、教官研究室、研究端末室及び事務室に設置する
ものについては次のプリンタ出力指示を可能にするドライバソフトウェア
i. 1.7.1に示す高速プリンタに対する両面出力の指示
i. 1.7.2に示すネットワークプリンタが両面出力可能である場合は、それに対
する両面出力指示
2.7 クライアント専用サーバ
2.7.1 パーソナルコンビュータ管理サーバ
2.6.1に述べるパーソナルコンピュータ全台の保守サーバとなるものを導入すること。
1.オベレーテイングシステム (OS)
(a) GUIベースのマルチウインドウ環境を利用できる OSを導入すること
(b) 日本語が使用できること
(c)辞書学習機能を持つ日本語入力機構 (FrontEnd Processor)を持つこと
2.7.2 X端末用 CPUサーバ
X端末用 CPUに共通してシステムの台数分導入すること。
1.オベレーティングシステム
(a)導入時点で最新の Solarisもしくはこれと同等の UNIX-OSであること
(b)サーバライセンスであること
(c)日本語が使用できること
(d) TCP /IPで通信ができること
(e) NFS、NISなどのネットワーク機能を導入すること
(f)研究用サーバ及び、教育用サーバのネットワークライセンスを利用できること
2.アプリケーションその他
(a) 1.5.2に述べた X端末用のサーバソフトウェアを導入すること
(b)教育用サーバ、研究用サーバへのログインを選択可能とすること
(c) 1.5.3を接続する場合は出力のために必要なドライパソフトウェア
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その他
3.1 運用管理
以下の機能を行うために必要な機器及びソフトウェアを導入すること。
1.管理全体
(a)研究用サーバ及び、教育用サーバの運用状況がコンソールディスプレイに表示で
きること
(b)課金管理、予算管理、ログ管理ができること
2.課金機能
(a)研究用サーバ及び教育用サーバのユーザの CPU使用時間、接続時間、高速プリ
ンタの印刷出力枚数、ディスク使用量をユーザのシステム資源の利用状況とし
てまとめる機能を提供すること
(b)作成されたログをもとに使用量を.ユーザに課金する機能を提供すること
(c)課金システム運用に必要な次のプログラム及び運用手順書を用意すること
i.各システム資源毎ののシステム使用料金の設定及び変更
i.ユーザ毎のシステム使用料金請求帳票の出力
(d)各ユーザがログインしている IDの予算消化状況及びディスク使用量を把握する
ためのコマンドを用意すること
3.ユーザ管理機能
(a)次のユーザ登録管理を一括して行うためのツールを用意すること
1.パスワードファイルへの ID、ユーザ IDを含む情報登録
i.ユーザ毎に異なるパスワードの自動生成
ii.ホームディレクトリの作成及び標準作業環境の一括設定
iv.予算値設定
(b)ユーザの抹消を一括して行えるツールを用意すること
(c)種々のユーザ階層に応じてユーザグループ毎に計算機資源の利用権が設定でき
ること
(d)ユーザ単位で課金情報などにより利用制限が可能であること
(e)ユーザ単位でプロセス単位での使用時間の制限が設定可能であること
(f)ユーザの登録、抹消、予算値及び、設定制限値の変更について運用手順書を用意
し、各作業がセンター職員にて可能とすること
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4.自動運転機能
(a)各サーバについて、タイマー装置等による自動的な電源投入及び安全な運用停
止、電源投下が可能であること
(b)自動運転の稼働記録及び障害時のログ機能を持つこと
(c)温度が高温となった場合は、自動的に停止する機能を持つこと
5.パーソナルコンピュータのソフトウェア保守機能
各個所に設置する全パーソナルコンピュータに関して、自動的に磁気ディスク内容
のチェック、修復及び変更が可能なシステムを導入すること。
(a)パーソナルコンビュータの立ち上がり環境を、予め設定した環境に標準化する
ことができること。そして、その立ち上がりの標準環境の設定をネットワーク
を通してできるようにすることイ
(b)上記比較のタイミングがパーソナルコンビュータの立ち上がり時であること
(c)パーソナルコンピュータのデスクトップ画面も比較及び変更対象であること
(d)原則としてパーソナルコンピュータ管理サーバで対応し、必要なソフトウェア
を導入すること
6.ファイルのパックアップ機能
研究用サーバ及び教育用サーパの大量ファイルを一括して、人手を介さず、にパック
アップできる装置を用意すること
4 おわりに
今回のシステム更新に際しては、仕様策定のために調査すべき事項が多々あり、また、仕
様策定の期間中にパソコンの新しい osの発売、米国クレイ社の買収などの騒ぎもあった
り、仕様策定委員会委員、技術審査委員会委員に大変なご尽力を頂いた。そして、仕様策
定、官報公示、入札、落札、旧システム搬出、新システム搬入、ネットワーク配線工事、新
端末室の整備、システム調整、運用開始に至るまで、本部事務局、附属図書館の職員の方々
にあらゆる段階で大変お世話になった。ここに記して、関係された皆様に深く感謝申し上
げる。
また、センターにとっては、 4年に 1度のシステムの更新ということは、導入前後のお
よそ 1年間はその関連の作業を行わなければならない。しかも、センターでは、ここ数年
間はキャンパス情報ネットワー夕、 ATMネットワークの整備等の業務が増加し、全く息を
つく暇もない状況で、センター職員に多大な負担を強いているとともに、長年に渡り汎用
osを使用されてきた利用者の方々には、新システムへの移行で多大なご迷惑をおかけし続
けていることをお詫びしたい。
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